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去
る
６
月
23
日（
木
）〜
24
日（
金
）新
潟
県
湯
沢
町
に
お
い
て
、

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
、16

都
県
・
指
定
都
市
等
か
ら
１
８
５
名
が
参
加
し
、３
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
研
修
会
。
マ
ス
ク
越
し
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、あ
ち
こ
ち
で
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
研

修
会
初
日
は
、村
上
連
絡
協
議
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、全
老

連
の
河
野
参
事
の
基
調
講
演
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、〝
つ
な
が
る
〞
〜
コ
ロ
ナ
禍

で
も
高
齢
者
の
繋
が
り
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
〜
を
テ
ー
マ
と
し

て
、新
潟
県
で
有
償
の
助
け
合
い
場「
地
域
の
茶
の
間
」づ
く
り
を

実
践
す
る
、支
え
合
い
の
し
く
み
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
河
田
珪

子
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、横
浜
市
の
５
階
建
て
、エ
レ
ベ
ー

タ
な
し
の
団
地
を「
タ
テ
型
限
界
集
落
」と
捉
え
、集
い
の
場「
さ

さ
カ
フ
ェ
」、コ
ン
ビ
ニ
の「
移
動
店
舗
」、朝
市「
さ
さ
げ
台
マ
ル

シ
ェ
」に
取
り
組
む
横
浜
市
港
南
区
笹
長
寿
会
：
会
長
の
小
野
順

子
氏
、工
業
高
等
専
門
学
校
の
仲
間
と
起
業
し
、Ｉ
Ｔ
支
援
事
業

（
高
齢
者
ス
マ
ホ
教
室
等
）を
展
開
す
る
株
式
会
社「
雷
神
」：
代
表

取
締
役
の
細
木
真
歩
氏
、女
性
会
員
の
活
躍
に
よ
り
、新
た
な
リ
ー

ダ
ー
発
掘
と
男
性
会
員
の
増
加
に
つ
な
げ
た
新
潟
県
見
附
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
：
会
長
の
辺
見
雅
信
氏
、３
名
の
パ
ネ
ラ
ー
の
取

組
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、冒
頭
、関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
連

絡
協
議
会
長
表
彰（
大
田
原
市
老
連
：
植
木
会
長
出
席
外
３
名
）、

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
、新
潟
お
笑
い
集
団
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ａ
代
表

の
江
口
歩
氏
に
よ
る
講
演「
老
境
こ
そ
す
べ
て
〜
笑
い
な
が
ら
幸

せ
を
味
わ
う
〜
」と
続
き
、無
事
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
の
熱
意
を
感
じ
、こ
れ
か
ら
の
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
充
電
で
き
た
研
修
会
で
し
た
。

（※

６
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

関
ブ
ロ
老
人
ク
ラ
ブ

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

３
年
ぶ
り
に
開
催
！
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◆
令
和
４
年
度
の
第
１
回
理
事
会
、
同
じ

く
定
時
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
審
議
・
承
認
議
決
さ
れ
た
事
項
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

〇
第
１
回
理
事
会

　
①
令
和
３
年
度
事
業
報
告

　
②
令
和
３
年
度
収
支
決
算
及
び
監
査
報
告

　
③ 

補
欠
評
議
員
候
補
者
の
推
薦
及
び
補

欠
女
性
委
員
会
委
員
の
選
任

〇
定
時
評
議
員
会

　
①
令
和
３
年
度
計
算
書
類
の
承
認

　
②
補
欠
評
議
員
、
補
欠
理
事
の
選
任

◆
所
属
す
る
市
町
老
連
の
役
員
変
更
に
伴

い
、
県
老
連
役
員
を
退
任
さ
れ
た
方
、
新

た
に
就
任
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で

す
。○

退
　
任

﹇
理　
　
事
﹈
森
山　
良
一
（
日
光
市
）

篠
﨑　
正
一
（
真
岡
市
）

野
木　
　
勝
（
那
須
烏
山
市
）

山
田　
　
博
（
下
野
市
）

﹇
評
議
員
﹈
太
田　
啓
三
（
日
光
市
）

青
木　
健
二
（
小
山
市
）

柴
山　
　
武
（
真
岡
市
）

髙
﨑　
清
一
（
大
田
原
市
）

桒
﨑　
裕
二
（
那
須
烏
山
市
）

三
浦　
昭
男
（
下
野
市
）

﹇
女
性
委
員
﹈
髙
橋　
榮
子
（
日
光
市
）

岡
田　
和
子
（
小
山
市
）

阿
久
津
美
智
子
（
真
岡
市
）

佐
藤
と
よ
子
（
下
野
市
）

市
川
千
代
子
（
那
須
町
）

○
新
　
任

﹇
理　
　
事
﹈
太
田　
啓
三
（
日
光
市
）

坂
本　
一
郎
（
小
山
市
）

柴
山　
　
武
（
真
岡
市
）

桒
﨑　
裕
二
（
那
須
烏
山
市
）

佐
藤　
善
行
（
下
野
市
）

﹇
評
議
員
﹈
永
吉　
利
一
（
日
光
市
）

福
地　
富
雄
（
小
山
市
）

広
瀬　
信
夫
（
真
岡
市
）

福
田　
　
敬
（
大
田
原
市
）

野
木　
　
勝
（
那
須
烏
山
市
）

藤
沢　
修
一
（
下
野
市
）

﹇
女
性
委
員
﹈
荒
川　
榮
子
（
日
光
市
）

椎
名
起
世
子
（
小
山
市
）

石
川　
良
子
（
真
岡
市
）

池
田　
康
子
（
下
野
市
）

高
久
サ
キ
子
（
那
須
町
）

◆
役
員
の
変
更
に
伴
い
、
新
た
に
次
の
方

が
県
老
連
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

﹇
副
会
長
﹈
柴
山　
　
武
（
真
岡
市
）

令和
３年度

主
な
事
業
の
結
果

⑴
第
35
回
栃
木
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　
９
月
２
日
（
木
）

　
と
ち
ぎ
健
康
の
森　
特
別
会
議
室

　
〈
会
長
、
代
表
受
領
者　
７
名
〉

１
表
彰
状
及
び
感
謝
状
贈
呈

　
ア　
優
良
老
人
ク
ラ
ブ　
31
団
体

　
イ　
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者　
31
名

　
ウ　
県
老
連
活
動
賞　
５
団
体

　
オ　
加
入
促
進
運
動
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
・ 

ク
ラ
ブ
数
又
は
会
員
数
増
加
老

連　
２
団
体

　
　
・ 

10
名
以
上
又
は
20
％
以
上
増
加

ク
ラ
ブ　
23
団
体

   

カ　

 

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
優
良
老
人

ク
ラ
ブ　
10
団
体

２
全
老
連
活
動
賞　
４
団
体

⑵ 栃
木
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
大
学
校
（
県

老
連
大
学
校
）
（
中
止
）

⑶ 栃
木
県
老
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
中
止
）

⑷ 第
35
回
栃
木
県
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
作

品
展

　
※ 

「
栃
木
県
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
作
品

展
応
募
者
一
覧
」
を
作
成
・
配
付

⑸ 第
24
回
栃
木
県
老
人
ク
ラ
ブ
サ
ー
ク

ル
活
動
発
表
大
会

　
※ 
「
サ
ー
ク
ル
活
動
発
表
大
会
応
募

団
体
一
覧
」
を
作
成
・
配
付

⑹ 市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
及
び
事

務
担
当
者
研
修
会

　
６
月
10
日
（
木
）

　
と
ち
ぎ
健
康
の
森　
大
会
議
室

　
〈
会
長
、
担
当
者
等　
計
50
名
〉

１
栃
木
県
高
齢
対
策
課

　
・ 

令
和
３
年
度
保
健
福
祉
行
政
の
概

要
に
つ
い
て

　
・
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て

２
県
老
連

　
・
地
域
づ
く
り
の
支
え
手
と
し
て

　
・ 

シ
ニ
ア
の
社
会
参
加
応
援
窓
口
設

置
支
援
事
業
に
つ
い
て

⑺
市
町
老
連
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
※ 

予
定
さ
れ
た
基
調
講
演
に
つ
い

て
、
資
料
（
①
）
及
び
録
画
収
録

（
②
）
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
市
町
老
連

へ
配
付

① 

「
老
人
ク
ラ
ブ
の
今
昔
、
そ
し
て

こ
れ
か
ら
」

　
全
老
連
：
事
務
局
長　
正
立　
斉 

氏

② 

「
緩
や
か
・
楽
し
い
・
元
気
〜
全

国
の
実
践
例
か
ら
こ
れ
か
ら
の
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
を
考
え
る
〜
」

　

 （
特
非
）全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

理
事
長　
池
田
昌
弘
氏

⑻
機
関
紙
の
発
行

　
年
４
回

　
栃
木
県
老
連
だ
よ
り

　
　
第
1
6
0
号
〜
第
1
6
3
号

　
　

 

発
行
日　

４
月
10
日
、
７
月
10

日
、
10
月
10
日
、
１
月
10
日　

各

5
3
0
0
部

⑼
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

〇
広
報
部
会

　
７
月
14
日
（
水
）

〇
第
３
回
正
副
会
長
会
議

　
７
月
20
日
（
火
）

令
和
４
年
度
第
１
回
理
事
会
・

定
時
評
議
員
会
の
開
催
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⒂ 第
17
回
県
老
連
大
Ｏ
Ｂ
会
合
同
研
修

会
（
中
止
）

⒃
高
齢
者
の
交
通
安
全
運
動
の
推
進

１ 

県
警
発
行
の
「
高
齢
者
交
通
安
全
白

書
」
等
を
各
市
町
老
連
あ
て
情
報
提

供
し
、
交
通
安
全
意
識
の
啓
発
を

図
っ
た
。

２ 

交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
に
参

加
す
る
と
と
も
に
、
会
員
に
周
知
し

た
。

⒄
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
取
組

１
地
域
安
全
見
守
り
活
動

　
最
優
秀
賞

　
　
つ
だ
未
来
塾
（
鹿
沼
市
）

　
優
秀
賞

　
　
片
岡
寿
会
（
矢
板
市
）

　
　
フ
ィ
オ
ー
レ
和
会
（
さ
く
ら
市
）

　
　
潤
島
福
寿
会
（
野
木
町
）

　
　
羽
川
南
長
寿
会
（
小
山
市
）

　
佳　
作

　
　
柳
寿
会
（
栃
木
市
）

　
　
つ
く
し
野
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
日
光
市
）

　
　
片
岡
長
生
会
（
矢
板
市
）

　
　
駒
場
宿
下
長
生
会
（
栃
木
市
）

　
　
稲
荷
町
２
丁
目
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
光
市
）

⑽
「
社
会
奉
仕
の
日
」
の
実
施

　
６
月
15
日
（
火
）

　
参
加
数
：
7
4
8
ク
ラ
ブ

 
 
 
 
 
1
1
4
0
8
名

　
９
月
20
日
（
月
）

　
参
加
数
：
3
8
2
ク
ラ
ブ

 
 
 
 
 
4
7
2
1
名

　
〇
公
共
施
設
等
の
清
掃
・
美
化
・
緑
化

　
〇
観
光
地
・
道
路
の
空
き
缶
拾
い

　
〇 

生
活
道
路
・
空
き
地
等
を
利
用
し

て
の
花
壇
づ
く
り

　
〇
道
路
の
除
草
・
草
刈
等

⑾ 市
町
老
連
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
」
支
援

　

 

宇
都
宮
市
、
足
利
市
、
鹿
沼
市
、
壬

生
町　
４
市
町
老
連

　
計
1
8
5
名

⑿ 市
町
老
連
「
多
世
代
ふ
れ
あ
い
交
流

推
進
」
支
援

　
足
利
市
、
矢
板
市　
２
市
老
連

　
参
加
者　
計
2
4
8
名

① 

県
内
全
域
で
学
校
関
係
者
や
地
元
自

治
会
と
連
携
し
、
地
区
内
の
児
童
生

徒
の
登
下
校
見
守
り
活
動
を
実
施

② 

単
身
・
夫
婦
の
み
の
高
齢
者
世
帯
へ
の

安
否
確
認
・
友
愛
訪
問
活
動
を
実
施

③ 

通
学
路
や
道
路
標
識
等
の
清
掃
活
動

を
実
施

２
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
各
種
啓
発
活
動

　

県
と
連
携
し
、
防
災
情
報
や
詐
欺
被

害
防
止
等
の
チ
ラ
シ
等
を
配
布
す
る
等

に
よ
り
啓
発
を
図
っ
た
。

⒀
市
町
老
連
「
友
愛
訪
問
活
動
」
支
援

　

 

足
利
市
、
鹿
沼
市
、
小
山
市
、
矢
板

市
、
上
三
川
町
、
高
根
沢
町　

６
市

町
老
連

　
参
加
者　
計
4
1
5
名

⒁ 全
老
連
・
関
ブ
ロ
老
連
研
修
会
等
へ

の
参
加

①
第
50
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
無
観
客
開
催

　

全
老
連
会
長
表
彰
受
賞
者
に
は
、
県

老
連
を
通
じ
て
表
彰
状
を
伝
達　

〔
全
老
連
会
長
表
彰
〕

　
・
育
成
功
労
者

　
　
山
田　
博
（
下
野
市
）

　
　
戸
叶
道
孝
（
足
利
市
）

　
・
優
良
ク
ラ
ブ

　
　

 

野
崎
東
町
自
治
会
長
寿
会
（
大
田

原
市
）

　
・
優
良
市
町
老
連

　
　
下
野
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

② 

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・
生
活
支
援

セ
ミ
ナ
ー

 
12
月
７
日
（
火
）

　
全
社
協
灘
尾
ホ
ー
ル　
１
名

１　
基
調
報
告

　

 

「
老
人
ク
ラ
ブ
が
取
り
組
む
健
康
づ

く
り
活
動
・
生
活
支
援
」

　
　
全
老
連　
副
会
長　
古
都
賢
一
氏

２　
講
義

　

 

①
地
域
支
え
合
い
、
②
栄
養
、
③
事

故
防
止
、
④
運
動

③ 

関
ブ
ロ
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
（
中
止
）

令和３年度　収支計算書（正味財産）
科　　目 予算額 決算額 差　異

1 経 常 収 益
基本財産運用益 1,000 85 915
受 取 分 担 金 6,450,000 6,403,590 46,410
受 取 補 助 金 9,096,000 9,094,139 1,861
受 取 委 託 金 20,426,000 20,327,690 98,310
受 取 配 分 金 523,000 523,000 0
受取会員章拠出金 50,000 6,000 44,000
事 業 収 益 3,630,000 2,715,301 914,699
受 取 寄 付 金 1,000 0 1,000
雑 収 益 1,000 43 957
経 常 収 益 計 40,178,000 39,069,848 1,108,152

2 経 常 費 用
事 業 費 35,407,000 31,648,725 3,758,275
管 理 費 4,774,000 4,302,813 471,187
経 常 費 用 計 40,181,000 35,951,538 4,229,462

当 期 経常増減額 △ 3,000 3,118,310 △ 3,121,310
当期一般正味財産増減額 △ 3,000 3,118,310 △ 3,121,310
一般正味財産期首残高 8,044,000 8,043,901 99
一般正味財産期末残高 8,041,000 11,162,211 △ 3,121,211

（単位：円）



　
鹿
老
連
で
は
10
％
会
員
増
強
運
動

を
展
開
中
、大
切
な
問
題
に
気
付
き

ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、病
気
や
高
齢
に
伴
う
身

体
の
不
自
由
等
に
よ
り
退
会
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
方
が
多
い
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、こ
の
事
実
を
当
た
り
前
の

よ
う
に
見
過
ご
し
て
き
た
こ
と
で
す
。

　
退
会
す
れ
ば
、慣
れ
親
し
ん
だ
仲

間
と
別
れ
、社
会
と
も
断
絶
、孤
立

し
ま
す
。
大
切
な
最
晩
年
を
、独
り

で
寂
し
く
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
鹿
老
連
は
、慣
れ
親
し
ん
だ
仲
間

と
い
つ
ま
で
も
交
流
で
き
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
、何
よ
り
も
大
切
で

あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
手
立
て

と
し
て
生
涯
会
員
制
度
の
創
設
を
提

案
し
て
い
ま
す
。

　
生
涯
会
員
制
度
は
、特
別
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
も
が
避
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
〝
老
い
の
途（
み

ち
）〞
を
照
ら
す
明
か
り
で
す
。
い

つ
ま
で
も
交
流
を
続
け
る
仕
組
み
で

す
。

　
以
下
の
３
点
を
念
頭
に
、地
域
に

あ
っ
た
独
自
の
仕
組
み
と
創
設
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

⑴
会
費
は
、随
意
に
決
め
る
。

⑵
鹿
老
連
や
単
位
ク
ラ
ブ
が
発
行
す

る
〝
会
報
や
情
報
〞
な
ど
を
お
届

け
し
、年
に
５
度
、６
度
と
会
う

機
会
を
設
け
る
。

⑶
会
員
以
外
の
方
に
も
こ
の
制
度
へ

の
加
入
を
お
勧
め
す
る
。

　
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
地
域

は
、那
珂
川
の
西
に
位
置
し
、毎
年

夏
に
な
る
と
、那
珂
川
の
鮎
を
目
当

て
に
多
く
の
釣
り
人
で
賑
わ
い
、雲

岩
寺
や
大
雄
寺
な
ど
の
古
刹
が
残
る

歴
史
の
か
お
り
漂
う
地
域
で
す
。

　
当
会
員
数
は
30
名
、「
お
た
が
い

さ
ま
　
さ
さ
え
愛
な
が
ら
　
下
町
第

二
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
　
元
気
で
長
生

き
」を
合
言
葉
に
仲
間
づ
く
り
、健

康
づ
く
り
等
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
事
業
計
画
と
い
た
し
ま

し
て
は
、連
合
会
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ

事
業
等
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。

５
月
に
行
わ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
は
29
チ
ー
ム
中
８
位
と
好

成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、一
泊
の
親
睦
旅
行
、会

員
全
員
参
加
の
新
年
会
、年
６
回
の

お
茶
会
・
奉
仕

作
業
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
お

茶
会
の
内
容

は
、
ゲ
ー
ム
・

音
楽
鑑
賞
・
健

康
講
話
等
を
実

施
し
ま
す
。
５
月
の
お
茶
会
は
ゲ
ー

ム（
輪
投
げ
・
カ
ー
リ
ン
グ
・
ボ
ッ

チ
ャ
）で
笑
い
の
あ
る
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
、少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い

く
課
題
の
中
、会
員
の
加
入
促
進
を

図
り
な
が
ら
、会
員
が
笑
顔
で
ふ
れ

あ
い
、さ
さ
え
愛
な
が
ら
、魅
力
あ

る
ク
ラ
ブ
活
動
の
充
実
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
涯
会
員
制
度
の
創
設

お
た
が
い
さ
ま
　さ
さ
え
愛
な
が
ら
　

　下
町
第
二
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
　元
気
で
長
生
き

大
田
原
市
　川
西
地
区
　
　
　
　
　
　
　

　女
性
部
長

　菊
　池
　智
　子

鹿
沼
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
　

　会
長

　鈴
　木
　康
　子
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地
域
の
見
守
り
活
動
の
一
環
と
し

て
、シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
役
員
が
主
体
と

な
り
自
治
会
、地
区
民
生
委
員
、社

会
福
祉
協
議
会
に
も
協
力
を
呼
び
か

け
同
地
区
の
75
歳
以
上
の
全
高
齢
者

世
帯
を
訪
問
す
る
活
動
を
開
始
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
会
員
同
士
の
交
流
が
減
っ
た

こ
と
、元
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
で
あ
っ

て
も
ク
ラ
ブ
を
退
会
す
る

と
地
域
と
の
交
流
が
少

な
く
な
る
た
め
、地
域
内

で
の
孤
立
防
止
に
努
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

　
ま
た
、昨
今
の
地
域
課

題
で
も
あ
る
、自
治
会
未

加
入
の
世
帯
に
つ
い
て
も

地
域
社
会
と
の
関
わ
り
に

距
離
が
あ
る
た
め
、自
治

会
加
入
の
有
無
に
関
わ

り
な
く
地
域
の
75
歳
以

上
の
全
員
が
安
心
な
環

境
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

て
い
る
か
確
認
を
す
る
こ

と
も
取
り
入
れ
た
。〝
体

調
の
確
認
〞〝
生
活
の
困
り
ご
と
〞な

ど
を
尋
ね
て
、情
報
を
リ
ス
ト
化
し

て
自
治
会
の
役
員
等
で
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
で
地
域
の
見
守
り
を
強
化

し
て
い
く
。
単
発
の
事
業
で
な
く
、

年
２
回
程
度
実
施
し
て
情
報
リ
ス
ト

も
更
新
し
、町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
モ

デ
ル
的
な
活
動
に
な
っ
て
い
る
。

　
私
た
ち
の
高
根
沢
町
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
は
、ク
ラ
ブ
数
23
ク
ラ
ブ
、会
員

数
約
５
０
０
名
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
は
、自
粛
せ

ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、感
染

防
止
対
策
を
し
な
が
ら
で
き
る
限
り

の
活
動
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
会
員
の
自
粛
に
よ
る
運
動
不
足
を

解
消
す
る
た
め
、自
宅
で
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
が
で
き
る
セ
ラ
バ
ン
ド
と
使
い

方
を
全
会
員
に
配
布
す

る
と
と
も
に
講
習
会
も

行
い
ま
し
た
。

　
会
員
が
楽
し
み
に
し

て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会

は
県
大
会
が
中
止
に
な

り
ま
し
た
が
、町
全
体

の
大
会（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
、輪
投
げ
、ペ
タ

ン
ク
）は
例
年
秋
に
実
施

し
て
い
た
時
期
を
コ
ロ

ナ
感
染
状
況
を
見
な
が

ら
年
末
に
変
更
し
て
実

施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
毎
年
行
っ
て

い
る「
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
方
」の
孤
立
を

防
ぐ
た
め
の
一
斉
訪
問
は
例
年
ど
お

り
夏
と
冬
に
行
い
ま
し
た
。

　
各
単
位
ク
ラ
ブ
は
、そ
れ
ぞ
れ
感

染
防
止
対
策
を
し
て
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
、地
域
の

神
社
清
掃
な
ど
や
子
供
た
ち
と
の
花

壇
づ
く
り
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
そ

れ
ぞ
れ
工
夫
を
し
な
が
ら
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

市
貝
町
　こ
う
の
と
り
ク
ラ
ブ
　
　

　会
長

　田
　中
　
　
　元

自
治
会
加
入
の
有
無
を
超
え
た
見
守
り
活
動

コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動

高
根
沢
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
　
　
　

　会
長

　仙
　波
　清
　之

地域いきいき
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ん
で
し
た
が
、感
染

防
止
対
策
を
し
な
が
ら
で
き
る
限
り

の
活
動
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
会
員
の
自
粛
に
よ
る
運
動
不
足
を

解
消
す
る
た
め
、自
宅
で
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
が
で
き
る
セ
ラ
バ
ン
ド
と
使
い

方
を
全
会
員
に
配
布
す

る
と
と
も
に
講
習
会
も

行
い
ま
し
た
。

　
会
員
が
楽
し
み
に
し

て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会

は
県
大
会
が
中
止
に
な

り
ま
し
た
が
、町
全
体

の
大
会（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
、輪
投
げ
、ペ
タ

ン
ク
）は
例
年
秋
に
実
施

し
て
い
た
時
期
を
コ
ロ

ナ
感
染
状
況
を
見
な
が

ら
年
末
に
変
更
し
て
実

施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
毎
年
行
っ
て

い
る「
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
方
」の
孤
立
を

防
ぐ
た
め
の
一
斉
訪
問
は
例
年
ど
お

り
夏
と
冬
に
行
い
ま
し
た
。

　
各
単
位
ク
ラ
ブ
は
、そ
れ
ぞ
れ
感

染
防
止
対
策
を
し
て
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
、地
域
の

神
社
清
掃
な
ど
や
子
供
た
ち
と
の
花

壇
づ
く
り
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
そ

れ
ぞ
れ
工
夫
を
し
な
が
ら
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

市
貝
町
　こ
う
の
と
り
ク
ラ
ブ
　
　

　会
長

　田
　中
　
　
　元

自
治
会
加
入
の
有
無
を
超
え
た
見
守
り
活
動

コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動

高
根
沢
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
　
　
　

　会
長

　仙
　波
　清
　之

地域いきいき
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関
ブ
ロ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
を
報
告
し
ま
す
。

《
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
》

　
〝
つ
な
が
る
〞
〜
コ
ロ
ナ
禍
で
も
高
齢
者
の
繋
が
り

を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
〜

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
支
え
合
い
の
し
く
み
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
河 

田  

珪 

子 

氏

　
・ 

全
国
的
に
多
様
な
居
場
所
が
広
が
っ
て
い
る
が
、

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
多
く
の
人
々
が
失
っ

た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
再
生
、
そ
こ
か
ら

生
ま
れ
る
安
心
社
会
の
再
構
築
で
あ
る
。

　
・ 

「
地
域
の
茶
の
間
」
は
、平
成
３
年
に
は
じ
ま
っ

た
有
償
の
助
け
合
い
の
場
で
あ
る
。
平
成
12
年

に
新
潟
県
の
長
期
総
合
計
画
に
お
い
て
全
県
普

及
す
る
こ
と
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　
・ 

何
を
し
て
も
よ
い
。
何
を
し
な
く
て
も
よ
い
。

助
け
て
と
言
え
る
、
言
い
合
え
る
地
域
を
作
る
。

　
横
浜
市
港
南
区
笹
寿
会
長 

小 

野  

順 

子 

氏

　
・ 

笹
寿
会
は
笹
下
団
地
（
30
棟
）
に
あ
り
、
団
地

は
５
階
建
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
な
し
の
た
め
、
階

段
の
昇
降
が
で
き
ず
、
外
出
も
せ
ず
、〝
タ
テ
型

限
界
集
落
〞
と
言
え
る
。

　
・ 

そ
の
た
め
集
い
の
場
と
し
て「
さ
さ
カ
フ
ェ
」（
週

１
回
）
の
開
設
、
セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
の
「
移

動
店
舗
」、「
さ
さ
げ
台
マ
ル
シ
ェ
（
朝
市
）」
の

開
設
等
に
至
っ
た
。

　
・ 

取
り
組
み
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
や
っ
て
み
た

い
！
」
で
あ
る
。

　
株
式
会
社
「
雷
神
」代

表
取
締
役　
細 

木  

真 

歩 

氏

　
・ 

長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校
の
仲
間
と
、
長
岡
市

の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝
し
、
起
業
し

た
。
Ｉ
Ｔ
支
援
事
業
（
高
齢
者
ス
マ
ホ
教
室
＝

総
務
省
：
地
域
創
生
型
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
講

習
会
に
採
択
）
を
展
開
し
て
い
る
。

　
・ 

ス
マ
ホ
教
室
で
講
習
を
受
講
し
て
も
す
ぐ
に
や

ら
な
い
と
覚
え
な
い
。
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
使
う
こ

と
が
大
切
。
や
り
た
い
と
思
う
人
は
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

　
・ 

Ｉ
Ｔ
を
う
ま
く
使
い
、
人
や
情
報
と
の
関
わ
り

を
増
や
し
て
い
く
時
代
で
あ
る
。

　
新
潟
県
見
附
市
老
連
会
長 
辺 
見  

雅 

信 

氏

　
・ 

県
内
30
市
町
村
（
市
20
、
町
６
、
村
４
）
の
う

ち
県
老
連
に
加
入
し
て
い
る
の
は
13
市
町
村
。

こ
の
10
年
で
組
織
離
れ
が
大
き
く
進
ん
で
い
る
。

　
・ 

女
性
が
入
れ
ば
男
性
も
入
っ
て
く
る
。
通
い
の

場
と
し
て
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
が
講
師
と
な
り
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
講
座（
押
絵
）に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
・ 

警
察
と
連
携
し
、
年
金
支
給
日
に
街
頭
活
動
や

戸
別
訪
問
に
よ
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

会
場
と
の
質
疑

応
答
で
は
、「
地
域

の
茶
の
間
」（
居
場

所
）
の
家
屋
の
修

理
等
を
老
人
ク
ラ

ブ
の
方
々
が
行
っ

て
い
る
こ
と
や
、

サ
ー
ク
ル
活
動
の

勧
誘
の
た
め
、
何

度
も
家
庭
を
訪
問

し
、
会
員
増
に
つ

な
げ
た
と
い
う
話

も
出
さ
れ
ま
し
た
。

〝
継
続
は
力
な
り
〞

で
す
ね
。

令
和
４
年
度　
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク

老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
会
長
表
彰
受
賞
者

　
戸
　
叶
　
道
　
孝
（
足
利
市
）

　
植
　
木
　
重
　
治
（
大
田
原
市
）

　
鈴
　
木
　
隆
　
守
（
野
木
町
）

　
星
　
　
　
ア
サ
イ
（
上
三
川
町
）

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
・
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
　
報
告



⑺ 第165号 栃木県老連だより 令和４年７月10日 第165号 ⑹栃木県老連だより令和４年７月10日



第165号 ⑻栃木県老連だより令和４年７月10日⑼ 第165号 栃木県老連だより 令和４年７月10日

　

令
和
４
年
６
月
14
日
（
火
）
と
ち
ぎ
健

康
の
森
大
会
議
室
に
お
い
て
、
令
和
４
年

度
市
町
老
連
会
長
及
び
事
務
担
当
者
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
川
県
老

連
会
長
の
挨

拶
に
続
き
、

今
年
度
は
、

栃
木
県
に
お

け
る
〝
地
域

共
生
社
会
〞

の
構
築
に
向

け
た
取
組
状
況
と
、
老
人
ク
ラ
ブ
解
散
の

危
機
を
、
様
々
な
工
夫
で
ク
ラ
ブ
の
復
活

へ
と
つ
な
げ
た
那
須
烏
山
市
：
興
野
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
の
活
動
事
例
の
報
告
を
い
た

だ
き
、
今
後
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
あ
り
方
を

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
以
下
、
研
修
内
容
で
す
。

◇ 

行
政
説
明

「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
つ
い
て

　
栃
木
県
保
健
福
祉
課
地
域
福
祉
担
当

副
主
幹　
吉 

成  

恵
美
子
氏

■ 

な
ぜ
、「
地
域
共
生
社
会
」
を
目
指
す

の
か

　

地
域
に
お

い
て
、
少
子

高
齢
化
の
急

激
な
進
展
に

よ
り
、
育
児

と
介
護
に
同

時
に
直
面
す

る
「
ダ
ブ
ル

ケ
ア
」
や
親
や
き
ょ
う
だ
い
の
介
護
等
を

担
い
、
就
職
等
に
影
響
を
及
ぼ
す
「
ケ
ア

ラ
ー
（
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
）」
な
ど
、
制
度

や
分
野
ご
と
の
縦
割
り
で
は
解
決
で
き
な

い
複
雑
・
複
合
的
な
課
題
や
、
ゴ
ミ
屋
敷

な
ど
、公
的
制
度
で
は
支
援
が
困
難
な
「
制

度
の
狭
間
」
の
問
題
、
あ
る
い
は
、
独
居

高
齢
者
の
増
加
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化
な
ど
、
時
代
や
地
域
社
会
の
変
容
等

に
よ
る
課
題
等
が
増
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
何
も
せ
ず
に
放
置
す

れ
ば
、
困
り
ご
と
を
抱
え
た
人
が
益
々
増

加
し
、
課
題
も
さ
ら
に
深
刻
化
し
、
地
域

が
維
持
で
き
な
く
な
る
た
め
、
制
度
・
分

野
ご
と
の
「
縦
割
り
」
や
「
支
え
手
」「
受

け
手
」
と
い
う
関
係
を
超
え
て
、
住
民
一

人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
、
地

域
を
と
も
に
創
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
我
が
事
」「
丸
ご
と
」

■ 

地
域
に
お
け
る
住
民
主
体
の
支
援
体
制

づ
く
り

　

地
域
に
お
け
る
住
民
主
体
の
課
題
解
決

力
強
化
、
包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
を
構

築
す
る
た
め
、
重
層
的
な
体
制
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
く
。

　

具
体
的
に
は
、
①
住
民
に
身
近
な
圏
域

／
住
民
が
主
体
的
に
地
域
課
題
を
把
握
し

て
解
決
を
試
み
る
体
制
づ
く
り
、
②
小
学

校
区
等
の
住
民
に
身
近
な
圏
域
／
住
民
が

主
体
的
に
地
域
課
題
を
把
握
し
て
解
決
を

試
み
る
体
制
づ
く
り
の
支
援
、
③
市
町
村

域
／
市
町
村
に
お
け
る
総
合
的
な
相
談
支

援
体
制
づ
く
り
と
な
る
。

　

現
在
、
市
町
村
の
相
談
支
援
体
制
で
は

市
貝
町
の
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
や
高

根
沢
町
の
地
域
支
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
等
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

■ 

「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て

老
人
ク
ラ
ブ
に
期
待
す
る
こ
と

　

周
囲
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
何

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
、

独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
定
期
的
に
訪
問

す
る
（
緩
や
か
に
見
守
る
）、
サ
ロ
ン
に
誘

う
（
声
を
か
け
る
）、
老
人
ク
ラ
ブ
間
の
情

報
交
換
や
地
域
間
交
流
を
深
め
る
（
つ
な

げ
る
・
つ
な
が
る
）
こ
と
な
ど
、
気
に
か

け
合
う
関
係
性
を
少
し
だ
け
意
識
す
る
。

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
全
体
を

活
性
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
暮
ら
し
、

生
き
が
い
を
つ
く
る
取
組
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

◇ 

事
例
発
表

「
地
域
に
根
ざ
し
た
ク
ラ
ブ
活
動
〜
地
域

の
支
え
合
い
・
絆
づ
く
り
を
通
し
て
〜
」

　
那
須
烏
山
市
：
興
野
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

会
長　
阿 

相  

孝 

一
氏

■ 

取
組
の
経
緯

　

興
野
地
区
は
４
地
区
あ
り
、
自
治
会
及

び
ク
ラ
ブ
は
各
４
地
区
あ
っ
た
が
、
ク
ラ

地
域
づ
く
り
＝
人
と
人
と
の
「
つ
な
が
り
」・「
支
え
合
い
』

〜
令
和
４
年
度　
市
町
老
連
会
長
及
び
事
務
担
当
者
研
修
会
〜

前川昭一県老連会長

吉成恵美子副主幹
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ブ
は
後
継
者

不
足
や
役
員

の
高
齢
化
等

に
よ
り
２
ク

ラ
ブ
が
解
散

し
、
２
ク
ラ

ブ
が
残
っ
て

い
た
状
況
で
あ
っ
た
。

　

地
域
住
民
の
見
守
り
の
必
要
性
か
ら
自

治
会
が
主
導
し
、
ク
ラ
ブ
の
体
制
見
直
し
、

体
制
強
化
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
、
ク
ラ

ブ
の
再
構
築
に
つ
な
が
っ
た
。

■ 

ポ
イ
ン
ト
①
自
治
会
が
主
導
し
た
定
期

的
な
情
報
交
換

　

自
治
会
長
や
民
生
委
員
、
い
き
い
き
ク

ラ
ブ
会
長
、
社
協
、
行
政
等
を
構
成
メ
ン

バ
ー
と
し
た
「
興
野
見
守
り
委
員
会
」
で
、

地
域
の
心
配
事
や
困
り
事
、
見
守
り
対
象

者
の
現
状
把
握
等
の
定
期
的
な
情
報
交
換

（
年
２
回
）
を
行
っ
て
い
る
。

　

心
配
な
方
を
誰
が
見
守
る
の
か
と
い
う

議
論
の
な
か
で
、
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
が
担

え
な
い
か
と
い
う
話
が
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
ク
ラ
ブ
の
体
制
強
化
、
活
性
化
が
必

要
と
い
う
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

■ 

ポ
イ
ン
ト
②
地
域
の
組
織
を
活
か
し
た

体
制
づ
く
り

　

２
ク
ラ
ブ
と
な
っ
て
い
た
い
き
い
き
ク

ラ
ブ
を
一
本
化
し
、
オ
ー
ル
興
野
体
制
で

支
え
合
い
活
動
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

２
ク
ラ
ブ
は
発
展
的
解
消
し
、
主
な
事
業

は
継
続
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。（
＝
役
員

不
足
の
解
消
、
ク
ラ
ブ
の
継
続
性
の
確
保
）

　

こ
れ
ま
で
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
活
か
し
て

地
区
内
の
誰
で
も
参
加
で
き
る
楽
し
い

サ
ー
ク
ル
活
動
（
居
場
所
づ
く
り
）
を
検

討
。
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
た
「
な
が
ら
」

見
守
り
活
動
を
行
う
。

■ 

ポ
イ
ン
ト
③
参
加
し
や
す
い
多
様
な
場

づ
く
り

　

４
地
区
を
一
本
化
し
、
興
野
い
き
い
き

ク
ラ
ブ
に
再
編
す
る
と
と
も
に
、
各
地
区

に
連
絡
員
を
配
置
し
、
地
区
内
の
窓
口
機

能
を
担
当
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

地
域
の
高
齢
者
が
楽
し
く
参
加
で
き
る

サ
ー
ク
ル
活
動
（
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
カ

ラ
オ
ケ
、
絵
手
紙
教
室
等
）
を
企
画
し
た
。

　

各
サ
ー
ク
ル
の
代
表
者
を
中
心
に
し
た

周
知
や
取
り
ま
と
め
、
自
治
会
の
回
覧
板・

社
協
だ
よ
り
等
を
活
用
し
た
活
動
の
周

知
、
会
費
を
徴
収
し
な
い
（
自
治
会
負
担
）

等
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

■ 

今
後
の
課
題

　

入
会
方
法
が
、
年
齢
到
達
後
に
自
動
入

会
と
な
る
方
法
で
あ
り
、
参
加
者
が
限
定

さ
れ
る
た
め
、
新
た
な
参
加
者
を
募
る
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ク
ラ
ブ
の
認

知
度
ア
ッ
プ
・
Ｐ
Ｒ
活
動
が
必
要
で
あ
る
。

　

※
質
疑
応
答
で
は
多
く
の
質
問
が
あ

り
、
今
回
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
関
心
の
高

さ
が
感
じ
ら
れ
た
。
特
に
、
興
野
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
の
事
例
で
は
、
ク
ラ
ブ
の
存
続・

活
性
化
等
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
ク
ラ
ブ

に
と
っ
て
参
考
と
な
る
内
容
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
他
の
ク
ラ
ブ
の
事
例
を
す
べ

て
取
り
入
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

一
つ
で
も
、
二
つ
で
も
取
り
組
め
そ
う
な

と
こ
ろ
か
ら
変
え
て
い
く
（
動
き
出
す
）

こ
と
が
、
ク
ラ
ブ
を
元
気
に
す
る
大
切
な

鍵
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

阿相孝一会長

老人クラブのご旅行に最適！
相談できる旅行屋さんです！
お気軽にお電話ください！

株式会社 旅らんど
〒320-0822  栃木県宇都宮市河原町7-5-508

TEL 028-688-8322
FAX 028-688-8323
［営業時間］９：00～17：30
［定 休 日］土・日・祝祭日

『送迎付き宿泊プラン』
企画できます!!

見積
無料

5名様から



TEL 029-265-8250
FAX 029-265-5200

●常連のお客様の多い宿です。四季折々の旅情を、新鮮な磯料理と共に
　お楽しみください。
●エレベーターはありませんが、階段はきつくないです。

敬老会様（お一人様）◆海水浴場まで約30ｍ
◆客　室  9室（全室バス・トイレ付）
◆宴会場  48畳（堀ごたつ）

◆カラオケサービス
◆お風呂　天然温泉
　（加温、循環濾過方式）

〈茨城県ひたちなか市阿字ケ浦町5番地〉

阿字ケ浦   

１泊２日（２食） 10,900円より（税込）

きれいな客室ときれいな宴会場　おいしい料理
バスの無料送迎を行っております。15名様以上でお申し込みください。詳しくはお電話にてご相談ください。

ご宴会時、お酒又はジュース
どちらか１本サービス

栃木県老連オリジナルポロシャツ　好評販売中‼

TOCHIGI

　栃木県老連では、桜ふれあいの郷と提携して、オリジナルポロ
シャツを販売しています。シャツの色は６色、サイズも６つ、価格は
2,500円です。老人クラブマークの下のロゴは、単位クラブ名でも市
町老連名でも自由に書けます。背中のマークは栃木県のキャラクター
「とちまるくん」でもいいし、各市町の「ゆるキャラ」等でもOKです。
アイロンプリントなので、マークはカラーできれいに印刷されます。

「ゆるキャラ」使用承認取得済み
　下記市町の「ゆるキャラ」については、栃木県老連が各市町に申請し、既に使用承認を得ていますので、各クラブから
の承認申請は不要です。県老連に送付する「オリジナルポロシャツ注文書」に「とちまるくんでなく、◯◯市・町のゆる
キャラを使いたい」と書いていただければＯＫです。折角の地元の「ゆるキャラ」ですので、どんどん使用してください。

お問い合わせは県老連事務局まで(028-621-4787)

宇都宮市（ミヤリー） 栃木市（とち介） 佐野市（さのまる） 大田原市（与一くん） 矢板市（ともなりくん）

会員章は老人クラブのシンボル
会員章は、会員一人ひとりの意欲とクラブの誇りを示すシンボルであり、仲間の連帯
のしるしです。あなたも会員章を胸に、地域の担い手としていきいきと輝きながら、 
クラブ活動を広げていきましょう。１口　1,000 円

この度、創立60周年を記念して全国老人クラブ会員章が、新たに作成されました。
記念会員章を着用して、私たち老人クラブの輪をさらに大きく広げましょう！

60周年記念会員章のご紹介

栃木県老連まで（TEL 028-621-4787　FAX 028-621-4767)申 込 み

会員章を胸に活動の輪を
広げましょう

仲間のしるし 会員章
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あんこう鍋・さしみ盛り合わせあんこう鍋・さしみ盛り合わせ
に変更するとき　各1,400円増

（税込）

11,200 円（税込）

※当日出発は10：00頃、または12：30頃です。
（当日出発12：30は宿泊料金 300円割引）
※当日出発は10：00頃、または12：30頃です。
（当日出発12：30は宿泊料金 300円割引）

★国営ひたち海浜公園まで車で５分
★那珂湊おさかな市場まで車で８分

（15名様以上）

おさしみ、陶板焼き、地魚揚げ共８品おさしみ、陶板焼き、地魚揚げ共８品

写真は夕食時の料理です

国営ひたち海浜公園、阿字ケ浦海岸一望

※電話予約に
限ります

7大特典
①個室宴会場2時間無料サービス
②宴会用小道具・衣装類、
　カラオケ無料貸し出し
③グラウンド・ゴルフ
　設置・会場料無料サービス
④飲み放題 2時間 1,400円（税込）

⑤宴会時お一人様お酒またはウーロン茶１本サービス
⑥観光バス送迎無料サービス
⑦近隣観光・名所ご案内付き

Go Toトラベル
割引対象
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元気シニア
活躍応援情報

　昨年度から事業に着手している「やってみっぺい
ちご隊」の地域での取り組み状況及び今後の「シニ
アセミナー」の開催予定をお伝えし
ます。

　令和３年 11 月から登録がはじまりました「やってみっぺいちご隊」。複数の市町老連において全ての
単位クラブからの登録や栃木県シニアサポーターなどを中心としたグループのほか、個人の登録も徐々
に増えており、令和４年６月 30 日時点の登録者数は、2,080 名となりました。ご登録ありがとうござ
いました。
　また、いちご隊登録者の増員を図るには、「やってみっぺいちご隊」の事業内容をより知っていただ
くことが重要と考え、下記のとおりQ＆Aを作成しましたので、参考にしてください。
　今後とも、多くのクラブの皆さんの申し込みをお待ちしております!

１　やってみっぺいちご隊の登録

やってみっぺいちご隊
やってみっぺいちご隊って何ですか？

生きがいをもって元気に活躍しようとするシニアを募集・登録することで、社会参加活動への
きっかけづくりといきいきと輝くシニアの魅力を発信するための栃木県の取組です。

1

どのような活動をするのですか？
事務局から活動をお願いすることはありません。ボランティア活動など登録申込書で宣言した
活動に取り組んでください。

2

何からはじめてよいかわからないのですが、どうしたらよいですか？
「ぷらっと」では、社会参加活動をはじめるための相談を行っていますので、ぜひご利用くだ
さい。

3

すでにボランティア活動をしているのですが参加できますか？
すでに活動されている方・団体も申し込みできます。

4

活動を報告する必要はありますか？
報告する必要はありません。

5

団体申し込みの場合、メンバー全員が申し込む必要がありますか？

全員が申し込む必要はありません。登録を希望する方のみで結構です。

6

第165号 ⑿栃木県老連だより令和４年７月10日

■主　催　とちぎ生涯現役シニア応援センターぷらっと（TEL：028-623-1291）
■対象者　おおむね50歳以上の方
■場　所　とちぎ健康の森（宇都宮市駒生町3337-1）
今後の開催予定をご案内しますので、お気軽に「ぷらっと」あてお申し込みください。

２　シニアセミナーの開催予定

やってみっぺいちご隊
団体申し込みの場合、既存の名簿等の提出でもよいですか？

氏名（フリガナ）、性別、年齢が記載されていれば可能です。

7

団体メンバーの中に60歳未満の方がいますが、一緒に申し込みできますか？
申し込みできます。

8

参加費

無料

宇 都 宮 市
足 利 市
栃 木 市
佐 野 市
鹿 沼 市
日 光 市
小 山 市
真 岡 市
大 田 原 市
矢 板 市
那須塩原市
さ くら 市
那須烏山市
下 野 市

35
33
64
93
32
9
20
50
0
58
15
262
125
149

0
20
64
84
30
0
10
50
0
57
15
31
124
38

上 三 川 町
益 子 町
茂 木 町
市 貝 町
芳 賀 町
壬 生 町
野 木 町
塩 谷 町
高 根 沢 町
那 須 町
那 珂 川 町

合 計

9
10
38
517
18
0

116
408
18
1
0

2,080

9
0
38
517
0
0

113
408
14
0
0

1,622

市町名 登録人数 うち老人クラブ
会員

市町名 登録人数 うち老人クラブ
会員

「やってみっぺいちご隊」市町別申込み状況一覧（令和４年６月30日現在）（単位：人）

７/29（金）　 14：00～16：00 経験が生きる「地域のつながりづくり」
　［講師］とちぎ市民協働研究会　代表理事　廣瀬 隆人氏

８/26（金）　 10：00~12：00
「認知症のこと知ってる？」－その１－

　［講師］  （公社）認知症の人と家族の会栃木県支部
　　　　　　　　　　　　世話人代表　金澤 林子氏
　　　　　　　　　　　　県北世話人　木島 治代氏

９/28（水）　 10：00~12：00
「認知症のこと知ってる？」－その２－

　［講師］  （公社）認知症の人と家族の会栃木県支部
　　　　　　　　　　　　世話人代表　金澤 林子氏
　　　　　　　　　　　　県北世話人　木島 治代氏
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■主　催　とちぎ生涯現役シニア応援センターぷらっと（TEL：028-623-1291）
■対象者　おおむね50歳以上の方
■場　所　とちぎ健康の森（宇都宮市駒生町3337-1）
今後の開催予定をご案内しますので、お気軽に「ぷらっと」あてお申し込みください。

２　シニアセミナーの開催予定

やってみっぺいちご隊
団体申し込みの場合、既存の名簿等の提出でもよいですか？

氏名（フリガナ）、性別、年齢が記載されていれば可能です。

7

団体メンバーの中に60歳未満の方がいますが、一緒に申し込みできますか？
申し込みできます。

8

参加費

無料

宇 都 宮 市
足 利 市
栃 木 市
佐 野 市
鹿 沼 市
日 光 市
小 山 市
真 岡 市
大 田 原 市
矢 板 市
那須塩原市
さ くら 市
那須烏山市
下 野 市

35
33
64
93
32
9
20
50
0
58
15
262
125
149

0
20
64
84
30
0
10
50
0
57
15
31
124
38

上 三 川 町
益 子 町
茂 木 町
市 貝 町
芳 賀 町
壬 生 町
野 木 町
塩 谷 町
高 根 沢 町
那 須 町
那 珂 川 町

合 計

9
10
38
517
18
0

116
408
18
1
0

2,080

9
0
38
517
0
0

113
408
14
0
0

1,622

市町名 登録人数 うち老人クラブ
会員

市町名 登録人数 うち老人クラブ
会員

「やってみっぺいちご隊」市町別申込み状況一覧（令和４年６月30日現在）（単位：人）

７/29（金）　 14：00～16：00 経験が生きる「地域のつながりづくり」
　［講師］とちぎ市民協働研究会　代表理事　廣瀬 隆人氏

８/26（金）　 10：00~12：00
「認知症のこと知ってる？」－その１－

　［講師］  （公社）認知症の人と家族の会栃木県支部
　　　　　　　　　　　　世話人代表　金澤 林子氏
　　　　　　　　　　　　県北世話人　木島 治代氏

９/28（水）　 10：00~12：00
「認知症のこと知ってる？」－その２－

　［講師］  （公社）認知症の人と家族の会栃木県支部
　　　　　　　　　　　　世話人代表　金澤 林子氏
　　　　　　　　　　　　県北世話人　木島 治代氏
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シニアセミナー開催 !!
　このセミナーは、シニアの社会参加活動について、活動事例や自らに合った活動
の探し方、活動に向けての心構えなどを学ぶとともに、活動へのきっかけづくりと
することを目的として開催しています。

　生涯現役とはどのようなことかを理解し、シニア世
代の社会参加活動について「3つの出口(社会貢献、生
涯学習、仕事)」について学びました。
〈受講者の感想〉自分を知る大切さが今後に生きるという
ことがわかりました。

4月 生涯現役であり続けるために
　　　　　　　～マイシニアライフを描こう～
　　　　　　　　［講師］㈱日本クリエート 代表取締役　坂　東　史　重 氏

　地域づくりや友人、家族などと良好な人間関係をつ
くっていくための基本となる“傾聴”について、知識や
会話のポイントを学びました。
〈受講者の感想〉傾聴は難しいと思うが、色々具体的事例
を知り、参考になりました。

5月 傾聴は心の伴走者
　　　　　　　～不安や悩みを聴いて元気な日常生活のお手伝い～
　　　　　［講師］栃木県傾聴ボランティア連絡協議会 会長　黒　川　　貢 氏

　心の安定や対人関係の向上などの効果があると言わ
れる「よみきかせ」について、知っておきたいポイン
トやコツを学び、実際に体験しました。
〈受講者の感想〉孫の小学校の読み聞かせボランティアに
応募しようと思っています。導入や合間の手遊びゲームな
ど、とても参考になりました。

6月 あなたもできる「おはなしボランティア」
　　　　　　　～赤ちゃんから大人までみんな絵本が大好き～
　　　　［講師］図書館ボランティアグループ「たまご」　高　橋　美　幸 氏

開催したセミナーをご紹介します
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◆令和４年度の主な行事（７月～10月）
 7/20㈬・21㈭・25㈪　県老連ブロック別研修会県央地区
　　　　　　　　　　（健康の森　大会議室）
 7/28㈭・8/1㈪・2㈫　県老連ブロック別研修会県北地区
　　　　　　　　　　（県シルバー大学校北校）
 8/ 5㈮・ 9㈫・10㈬　県老連ブロック別研修会県南地区
　　　　　　　　　　（県小山庁舎）
 8/30㈫～9/1㈭　第36回県老人クラブ会員作品展示会(宇都

宮市文化会館展示室)
 9/ 1㈭　第36回県老人クラブ大会(宇都宮市文化会館小ホール）

　第25回県老人クラブサークル活動発表大会(宇都宮
市文化会館小ホール)

 9/12㈪　県老連ブロック別研修会全体会（健康の森　講堂）
 9/15㈭～21㈬　老人の日(老人週間)
 9/20㈫　社会奉仕の日(全国一斉)
10/20㈭　県老連スポーツ大会（井頭公園　軟式野球場)
10/31㈪　県老連新任会長研修会(健康の森 講堂)

◆販売品紹介
　輪投げ用具がリニューアルされました
　板面が青色に変更、本体が軽量化（角度や支柱、輪の仕
様は従来型と変更なし）されました。
　また、室内での騒音対策に「吸音マット」が新たに販売
になり、「台」の単品販売も開始しました。
　販売方法は、従来どおり県老連で注文を受けた上で、業
者より直送させていただき、請求書と振込用紙について
は、県老連からお送りしています。
　輪投げ用具料金（送料・税込）
　・ケース付  14,300円　ケースなし  12,000円

編
集
後
記

お知らせコーナーお知らせコーナーお知らせコーナー
　・輪（１組９個）5,300円　・支柱（１組９本）4,500円
　・収納ケース　　4,800円　・台　9,200円
　・吸音マット　　6,000円
○会員章　１個　1,000円
○全老連創立60周年記念会員章　１個　1,000円
○シニア世代のみんなの歌集
　Ａ５判　122ページ　定価550円（税込・送料別）
　※県老連で注文を受け東京の業者から送付されます。
◆全老連発行教材のご案内
○令和4年度版「老人クラブリーダー必携」
　１冊 640円（送料込）／２冊以上 ４4０円×冊数（送料別）
○高齢者向け体力測定ハンドブック
　１冊 640円（送料込）／２冊以上 ４4０円×冊数（送料別）
○高齢者向け体力測定記録用手帳
　１冊 380円（送料込）／２冊以上 １8０円×冊数（送料別）
○健康ウォーキングハンドブック
　１冊 64０円（送料込）／２冊以上 ４4０円×冊数（送料別）
○健康ウォーキング手帳
　１冊 38０円（送料込）／２冊以上 １8０円×冊数（送料別）
○いきいきクラブ体操関連教材
　・DVD（映像）
　１枚 2,500円（送料込）／２枚以上 2,200円×枚数（送料別）
　・ＣＤ（音楽）
　１枚 1,050円（送料込）／２枚以上 850円×枚数（送料別）

■
こ
の
度
、６
月
か
ら
栃
木
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
事

務
局
員
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
、伊
藤
麻
菜
と
申
し
ま
す
。
趣
味
は
旅
行
で
す
。
先
日
、埼
玉
県
の
川
越
氷

川
神
社
へ
行
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
は
ユ
ニ
ー
ク
な
お
み
く
じ
が
有
名
で
、片

手
に
収
ま
る
く
ら
い
の
小
さ
な
鯛
を
、釣
り
竿
を
使
い
釣
り
上
げ
る
お
み
く
じ

で
、鯛
み
く
じ
と
い
い
ま
す
。
鯛
の
色
は
赤
色
や
桜
色
が
あ
り
、私
は
白
色
の

鯛
み
く
じ
を
釣
り
上
げ
、大
吉
で
し
た
。
今
ま
で
で
初
め
て
大
吉
を
引
い
た
の

で
嬉
し
く
、め
で
鯛
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
ば

か
り
で
す
が
、こ
れ
か
ら
も
前
向
き
に
日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。（
伊
藤
）

■
県
老
連
に
勤
務
し
20
数
年
で
初
め
て
、今
年
度
か
ら「
県
老
連
だ
よ
り
」の
担

当
に
な
り
ま
し
た
。「
見
や
す
く・読
み
や
す
く
」を
モ
ッ
ト
ー
に
紙
面
を
工
夫

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
職
員
も
入
り
、自
分
も
初
心
に

か
え
り
、老
人
ク
ラ
ブ
の
未
来
の
た
め
に
、次
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
も

大
切
と
日
々
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
海
）

第
１
６
４
号（
4
月
10
日
発
行
）の
答
え

①
薊（
あ
ざ
み
）
　②
通
草（
あ
け
び
）
　③
独
活（
う
ど
）
　④
土
筆（
つ
く
し
）

⑤
蒲
公
英（
た
ん
ぽ
ぽ
）

　ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　応
募
総
数
14
通
、
全
問
正
解
は
12
通
で
し
た
。
厳
正
に
抽
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
結
果
、
次
の
５
名
の
方
に
粗
品
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

☆
西
澤
　文
子
さ
ん
（
佐
野
市
　下
彦
間
下
長
寿
会
）

☆
野
村
　範
夫
さ
ん
（
小
山
市
　長
寿
町
み
ど
り
会
）

☆
大
野
　富
雄
さ
ん
（
矢
板
市
　片
岡
寿
会
）

☆
藤
倉
　和
子
さ
ん
（
上
三
川
町
　間
の
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）

☆
中
島
　君
江
さ
ん
（
那
須
町
　千
振
長
寿
会
）

暑
い「
夏
」の
季
節
に
な
り
ま
し
た
！
と
い
う
こ
と
で
、

「
夏
」を
テ
ー
マ
に
ク
イ
ズ
に
し
ま
し
た
。

★
次
の
①
〜
⑤
の
読
み
方
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

①
西
瓜
　②
胡
瓜
　③
蚊
遣
火
　④
鳳
仙
花
　⑤
法
師
蝉

★
ハ
ガ
キ
に
解
答（
①
〜
⑤
ま
で
の
読
み
方
）と
住
所
、氏
名
、所
属
ク
ラ
ブ

名
、電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、県
老
連
事
務
局
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

★
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
5
名
の
方
に
粗
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

（
読
み
方
と
当
選
結
果
は
次
号
掲
載
）

難
読
ク
イ
ズ
！

8
31

当日消印有効

締切

〒
3
2
0
｜
8
5
0
3

宇
都
宮
市
駒
生
町
3
3
3
7
｜
1  

と
ち
ぎ
健
康
の
森
2
階

栃
木
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ま
で

応
募
先

電　話： 028－621－4787／FAX：028－621－4767
メール： tochi-ikiiki@tochigirouren.or.jp　

※ご注文、お問い合わせは、県老連事務局あてに電話・
　ＦＡＸ又はメールでお願いします。
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